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環境法 BASIC〔第 2 版〕

『環境法BASIC』が初版刊行後 3年を経て，第 2版となりました。本書は国内法を中心とし
た環境法の学習書です。重要用語がゴシックで，また重要センテンスがアンダーラインで示
されるなど視覚的な配慮がなされているほか，各所に基本事項を問う「 」が配置され，読

者は，それに答えることを意識しながら読み進めることができます。「   」を付した発展的設問につ
いては，本書の中に答えのヒントが隠されています。
　本書の第 3編「公害・環境事件の司法・行政的解決」は，とりわけ充実した内容となっています。
ここだけの話ですが，著者の大塚先生の体系書『環境法』（現在第 3版。有斐閣，2010 年）に引けを
取らない内容となっています。法科大学院生，実務初心者をとくに意識してのことです。
　最新・最先端の内容が凝縮された本書で，ぜひ環境法のエッセンスをつかんで下さい。（S）
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第 3 編「公害・環境事件の司法・行政的解決」は第11章・第12 章で構成されています。

http://www.yuhikaku.co.jp/books/detail/9784641137547

